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昨
年
一
一
月
末
か
ら
一
二
月
始
め
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
で
開
か
れ
た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
宣
言（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
）

で
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
戦
略
」
を
Ｇ
20
の
議
論
の
柱
に
据
え

る
と
明
記
さ
れ
た
。
Ｇ
20
は
、
二
〇
一
二
年
の
ロ
ス
・
カ
ボ
ス
（
メ
キ

シ
コ
）
首
脳
宣
言
で
女
性
の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
言
及
し

て
以
降
、
多
か
れ
少
な
か
れ
女
性
支
援
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
縮

小
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
首
脳
宣
言
が
画

期
的
だ
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
単
な
る
論
点
の
一
つ
か
ら
戦
略
的
な
主

要
議
題
と
し
て
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
認
知
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
、
Ｗ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
20
（
Ｗ
20
）
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
運
営
委
員

会
の
、
密
接
な
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
働
き
の
成
果
が
あ
っ

た
。Ｗ
20
は
Ｇ
20
の
公
式
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
、

女
性
か
ら
の
視
点
で
Ｇ
20
に
向
け
て
政
策
提
言
を
す
る
た
め
に
活
動

す
る
。
他
に
も
経
済
団
体
、
労
働
組
合
、
科
学
者
、
若
者
な
ど
で
構

成
す
る
八
つ
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
Ｇ
20
加
盟

国
・
地
域
か
ら
「
デ
レ
ゲ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
代
表
者
が
参
加
す
る
。

国
内
世
論
を
い
か
に
喚
起
す
る
か

　

今
年
は
Ｗ
20
日
本
運
営
委
員
会
が
Ｇ
20
議
長
国
と
し
て
国
内
ロ
ビ

イ
ン
グ
に
責
任
を
持
つ
。
私
が
委
員
に
就
任
し
て
一
ヵ
月
、
そ
の
時

点
で
Ｗ
20
の
知
名
度
は
低
か
っ
た
。
国
内
世
論
の
喚
起
に
は
メ
デ
ィ

ア
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

報
道
が
ま
だ
な
い
な
ら
、
自
分
で
書
く
こ
と
に
し
よ
う
。
最
初
に

書
け
ば
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
設
定
し
て
論
調
を
あ
る
程
度
リ
ー
ド
で
き
る

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

昭
和
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
研
究
員

治
部
れ
ん
げ

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
に
悩
む
世
界
の
女
性
た
ち
の

「
壁
」
を
、
Ｉ
Ｔ
技
術
が
取
り
払
っ
た—

—

三
月
に
Ｗｏ
ｍ
ａ
ｎ
20
（
東
京
）
で
実
践
さ
れ
た
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
戦
略
を
深
化
さ
せ
る
た
め
の

多
国
間
協
議
に
、
新
し
い
合
意
形
成
の
形
を
み
る
。

世
界
の
女
性
の
視
点
を
Ｇ
20 

に

―
―
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
多
国
間
協
議
が
示
す
可
能
性

じ
ぶ　

れ
ん
げ　

大
学
卒
業
後
、
日
経
B
P

社
で
経
済
誌
記
者
。
著
書
に
『
炎
上
し
な
い
企

業
情
報
発
信
』『
稼
ぐ
妻
・
育
て
る
夫
』
な
ど
。

一
橋
大
学
経
営
学
修
士
。
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し
、ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア
を
使
え
ば
拡
散
性
も
高
い
。
そ
こ
で
私
は「
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ニ
ュ
ー
ス
個
人
」
に
記
事
を
書
い
た
。
す
る
と
ネ
ッ
ト

上
で
反
響
が
広
が
り
、Ｗ
20
に
関
心
を
持
つ
行
政
、
高
等
教
育
機
関
、

企
業
で
解
説
資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
ほ
か
、
プ
レ
ス
説
明
会
の
資
料

と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
四
ヵ
月
弱
後
の
三
月
二
三
日
、
Ｗ
20
サ
ミ
ッ
ト
開
会
式

で
は
目
黒
依
子
・
吉
田
晴
乃
議
長
が
安
倍
晋
三
首
相
に
Ｗ
20
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
を
手
渡
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
四
つ
の
柱
、
労
働
、
デ
ジ
タ
ル
、

金
融
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
か
ら
構
成
さ
れ
、
加
え
て
、
今
年
の
Ｇ
20
議
長

国
で
あ
る
日
本
が
重
視
す
る
女
性
起
業
家
支
援
、Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
（
理
系
）

教
育
、
人
間
中
心
の
Ａ
Ｉ
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
重

点
的
に
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。

　

前
年
の
議
長
国
で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
引
き
継
ぎ
後
、
わ

ず
か
四
ヵ
月
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
柱
を
決
め
、
国
内
外
か
ら
の
意
見
集

約
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
日
本
は
Ｇ
20
議
長
国
の
経
験

が
初
め
て
で
あ
る
。
Ｗ
20
運
営
委
員
会
に
は
経
営
者
、
研
究
者
な
ど

民
間
分
野
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が
集
ま
り
、
外
務
省
の
担
当
部

門
と
も
密
に
や
り
取
り
を
し
つ
つ
進
め
て
い
っ
た
。

　

多
国
間
協
議
の
コ
ア
グ
ル
ー
プ
と
な
る
Ｗ
20
運
営
委
員
会
を
機
能

さ
せ
、
成
果
を
出
す
に
は
官
民
連
携
が
カ
ギ
と
な
っ
た
。
Ｇ
20
議
長

国
で
あ
る
日
本
国
内
に
お
け
る
戦
略
的
ロ
ビ
イ
ン
グ
、
多
様
な
見
解

を
持
つ
国
内
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
雇
用
主
、
主
要
都
市
の
女
性

団
体
等
）
と
の
調
整
、
二
〇
ヵ
国
・
地
域
の
代
表
か
ら
の
意
見
集
約
。

全
て
の
要
求
を
満
た
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
納
得
で
き
る
妥
協
点
を

探
り
つ
つ
、
意
義
あ
る
内
容
に
す
る
。
会
議
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
柱
に

合
わ
せ
た
分
科
会
を
設
定
し
な
が
ら
、
同
時
開
催
と
な
る
政
府
主
催

の
国
際
女
性
会
議
Ｗ
Ａ
Ｗ
！
と
役
割
分
担
し
つ
つ
効
果
的
に
協
業
す

る
。
全
部
で
何
万
ピ
ー
ス
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
パ
ズ
ル
の
箱
を

開
け
た
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

各
論
合
意
へ
の
困
難
を
い
か
に
乗
り
越
え
る
か

　

多
国
間
協
議
の
難
し
さ
は
、特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
策
定
で
実
感
し
た
。

例
え
ば
、女
性
や
少
女
に
対
す
る
暴
力
撲
滅
は
総
論
で
賛
成
し
つ
つ
、

細
目
に
関
し
て
は
、
国
に
よ
り
姿
勢
に
差
が
見
ら
れ
た
。
微
妙
な
言

葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
巡
り
議
論
は
長
時
間
に
及
ん
だ
。
特
に
国
際
労

働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
で
議
論
中
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
関
連
条
約
の

採
択
を
勧
め
る
こ
と
な
ど
は
、
積
極
的
な
国
と
消
極
的
な
国
で
意
見

が
分
か
れ
た
項
目
で
あ
る
。

　

一
方
で
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
女
性
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ

「
Y
a
h
o
o
!
ニ
ュ
ー
ス
個
人
」
に
掲
載
「
G
20
で
強
調
さ
れ
た
『
女
性

の
視
点
』。『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
』を
各
国
首
脳
に
認
め
さ
せ
た『
W
20
』」

二
〇
一
八
年
一
二
月
五
日
付



外交 Vol.55 May/Jun. 2019 40

（cyber bullying

）
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
国
か
ら
盛
り
込
む
こ

と
を
求
め
ら
れ
た
。
教
育
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
縮
小
の
有
効
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
と
同
時
に
、
使
い
方

を
誤
れ
ば
性
差
別
を
助
長
す
る
こ
と
も
議
論
に
上
っ
た
。

　

参
加
国
・
地
域
か
ら
最
も
多
く
の
意
見
が
出
た
の
は
、
労
働
に
関

す
る
項
目
だ
っ
た
。
Ｗ
20
が
発
足
す
る
前
年
の
二
〇
一
四
年
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
で
は

「
二
〇
二
五
年
ま
で
に
各
国
・
地
域
の
男
女
労
働
力
格
差
を
二
五
％

縮
小
す
る
」
合
意
が
な
さ
れ
、
首
脳
宣
言
に
も
書
き
込
ま
れ
た
。
目

標
達
成
の
た
め
の
提
言
を
行
う
こ
と
も
、
Ｗ
20
の
重
要
な
役
割
だ
。

　

日
本
は
近
年
の
女
性
活
躍
政
策
と
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
減
少

が
相
ま
っ
て
、
目
標
を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
一
方
、
新
興
国

の
中
に
は
目
標
達
成
が
危
ぶ
ま
れ
る
国
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
先
進

国
と
新
興
国
で
は
「
労
働
」
の
持
つ
意
味
合
い
が
異
な
る
。
大
企
業

が
主
要
な
雇
用
主
と
し
て
確
固
た
る
存
在
感
を
持
つ
先
進
各
国
で

は
、
企
業
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
主
な
論
点
に
な
る
が
、
安
定
し

た
雇
用
主
が
少
な
い
新
興
国
や
農
村
部
で
は
、
零
細
個
人
事
業
主
が

多
く
な
る
。
働
き
方
に
関
す
る
法
規
制
が
既
に
あ
る
国
と
規
制
が
な

い
国
で
は
、
要
求
項
目
に
違
い
が
出
て
く
る
。

　

既
に
合
意
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、
各
国
の
置
か
れ
た
状
況
の
違

い
を
踏
ま
え
て
い
か
に
書
く
か
。
国
際
文
書
と
議
長
国
で
あ
る
日
本

が
重
視
す
る
項
目
に
目
配
り
し
、
加
盟
国
・
地
域
間
の
社
会
経
済
構

造
の
違
い
を
包
摂
し
つ
つ
、と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
策
定
の
作
業
は
、

パ
ズ
ル
が
解
け
た
と
思
っ
た
ら
新
し
い
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
よ
う
な
、
終
わ
り
が
見
え
な
い
時
間
だ
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
と
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
広
範
な
議
論
を

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
内
容
が
確
定
し
た
の
は
、
会
期
一
日
目
が
始
ま
る

直
前
、
三
月
二
三
日
の
未
明
。
東
京
の
ホ
テ
ル
で
一
二
時
間
に
及
ぶ

会
議
の
末
に
二
〇
ヵ
国
・
地
域
の
代
表
の
合
意
で
決
ま
っ
た
。
実

は
、
こ
れ
に
先
立
つ
二
ヵ
月
間
、
ほ
ぼ
毎
日
、
各
国
の
代
表
と
議
論

を
重
ね
て
い
た
。
一
月
末
に
日
本
側
が
作
成
し
た
ド
ラ
フ
ト
を
各
国

に
送
付
し
、
二
月
に
は
パ
リ
の
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

で
二
〇
ヵ
国
・
地
域
の
代
表
と
対
面
会
議
を
行
っ
た
。
予
算
や
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
で
出
席
で
き
な
い
委
員
は
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

で
議
論
を
見
守
り
、
そ
の
後
、
ウ
ェ
ブ
会
議
が
無
数
に
行
わ
れ
た
。

　

ウ
ェ
ブ
の
会
議
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
が
提
供
し

た
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
。
運
営
委
員
は
私
も
含

め
全
員
が
他
に
本
業
を
持
っ
て
お
り
、
育
児
や
介
護
中
の
人
も
多

か
っ
た
。
仕
事
と
家
庭
と
Ｗ
20
の
業
務
を
両
立
で
き
た
の
は
、
時
差

を
鑑
み
て
日
本
時
間
の
朝
七
～
九
時
頃
ま
た
は
夜
九
～
〇
時
頃
に
設

定
さ
れ
た
会
議
に
、
自
宅
か
ら
参
加
で
き
た
こ
と
が
大
き
い
。
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三
月
二
三
～
二
四
日
、
Ｗ
Ａ
Ｗ
！
と
共
催
で
開
か
れ
た
Ｗ
20
サ

ミ
ッ
ト
に
は
、
三
〇
〇
〇
名
を
超
す
参
加
者
が
あ
っ
た
。
基
調
講
演

で
「
投
資
と
し
て
の
女
子
教
育
の
重
要
性
」
を
訴
え
る
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
者
の
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
に
多
く
の
人
が
感
銘
を

受
け
、
世
界
八
ヵ
国
か
ら
訪
れ
た
女
性
外
相
が
登
壇
す
る
分
科
会
で

は
、
日
本
と
共
通
す
る
課
題
も
多
く
語
ら
れ
た
。
分
科
会
は
、
デ
ジ

タ
ル
教
育
、
地
方
、
平
和
構
築
、
女
性
起
業
家
支
援
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

投
資
、
多
様
性
と
経
営
、
女
性
と
医
療
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　

今
度
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
議
論
の
内
容
を
「
拡
散
」
す
る
役
割
を
果
た

し
た
。
母
娘
で
会
議
に
参
加
し
、
中
米
の
女
性
外
相
と
と
も
に
自
撮

り
し
た
写
真
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
す
る
人
も
い
た
し
、　

参

加
者
同
士
で
「
復
習
会
」
を
開
き
、
感
想
や
学
ん
だ
こ
と
を
シ
ェ
ア

し
た
と
い
う
話
も
聞
い
て
い
る
。
私
も
、
私
自
身
が
モ
デ
レ
ー
ト
し

た
分
科
会
に
参
加
し
た
複
数
の
在
日
外
国
人
女
性
か
ら
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
リ
ン
ク
ト
イ
ン
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
で
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に

感
想
を
受
け
取
っ
た
。

世
界
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

Ｗ
20
サ
ミ
ッ
ト
の
熱
気
か
ら
は
、
彼
・
彼
女
た
ち
の
「
次
」
に
向

け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
。
多
く
の
人
々
が
、
主
体
的
に
女
性
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取
り
巻
く
問
題
に
関
わ
り
、
現
状
を
よ
く
し
た
い
、

と
考
え
て
い
る
の
だ
。

　

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
お
か
げ
で
、
多
様
な
人
々
が
時
差
や
大
陸
を
超

え
て
話
し
合
い
、
多
く
の
デ
レ
ゲ
ー
ト
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
人
脈

か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
惜
し
げ
な
く
提
供
し
、
ウ
ェ
ブ
会
議
や
掲
示

板
で
情
報
を
共
有
し
た
。
時
差
や
文
化
、
母
語
が
違
っ
て
も
協
力
し

て
ひ
と
つ
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う
意
思
が
あ
れ
ば
一
緒
に

働
け
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
民
間
外
交
を
こ
の
よ
う
な
形
で
実
行
で

き
る
こ
と
を
示
し
た
Ｗ
20
運
営
委
員
会
の
取
り
組
み
は
、
ひ
る
が

え
っ
て
、
日
本
の
働
き
方
改
革
の
好
事
例
に
も
な
り
得
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
、
六
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て

Ｗ
20
の
提
案
を
い
か
に
首
脳
宣
言
に
反
映
で
き
る
か
が
正
念
場
と
な

る
。
現
在
、
Ｗ
20
日
本
運
営
委
員
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
各
項
目

を
実
行
に
移
すM

enu of A
ction

（
行
動
計
画
）を
策
定
し
て
お
り
、

こ
れ
は
企
業
な
ど
の
雇
用
主
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

Ｇ
20
大
阪
で
は
、
昨
年
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
首
脳
宣
言
よ
り
も

進
ん
だ
形
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
に
つ
い
て
、
冒
頭
近
く
で

言
及
し
て
ほ
し
い
。
加
え
て
、
二
〇
一
四
年
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
首
脳
宣

言
で
示
さ
れ
た
よ
う
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
縮
小
に
関
す
る
何
ら

か
の
数
値
目
標
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
が
ア
ジ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
女
性
の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
世
界
の
経
済

成
長
を
引
っ
張
っ
て
い
く
意
思
を
示
せ
る
だ
ろ
う
。
●




